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世
界
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
情
勢

数
百
万
の
労
働
者
民
衆
の
決
起
で
エ
ジ

プ
ト
第
２
革
命
が
始
動
。
軍
の
ク
ー
デ
タ
ー

と
の
対
決
を
含
め
革
命
へ
の
闘
い
は
こ
れ
か

ら
本
格
化
す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
国
内
輸
送

の
基
幹
産
業
労
組
が
５
州
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に

突
入
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
で
は
高
速
道
路
を
占

拠
。
ト
ル
コ
で
は
国
内
81
県
中
67
県
で
反

政
府
デ
モ
が
爆
発
。
エ
ル
ド
ア
ン
政
権
打
倒

の
闘
い
は
安
倍
政
権
の
原
発
パ
ッ
ケ
ー
ジ
輸

出
の
破
綻
に
も
行
き
着
く
。
米
で
は
大
恐
慌
、

大

失

業

、

「
財
政
の
崖
」

か
ら
の
転
落

と
ド
ル
暴
落

の
切
迫
、
イ

ラ
ク
・
ア
フ
ガ
ン
戦
争
か
ら
敗
退
し
た
オ
バ

マ
政
権
を
今
、
大
都
市
の
非
正
規
労
働
者
が

ス
ト
ラ
イ
キ
決
起
で
追
い
つ
め
て
い
る
。

新
自
由
主
義
の
破
綻
と
大
恐
慌
の
深
化

は
世
界
中
の
労
働
者
階
級
に
対
し
、
生
存
す

ら
認
め
な
い
極
限
的
な
搾
取
に
踏
み
込
ん
で

い
る
。
全
世
界
の
労
働
者
階
級
へ
の
総
非
正

規
化
と
低
賃
金
化
・
生
活
破
壊
、
社
会
福
祉

の
解
体
、
差
別
・
分
断
攻
撃
が
強
行
さ
れ
る

と
同
時
に
原
発
推
進
、
解
雇
自
由
の
大
失
業

と
戦
争
へ
突
進
す
る
国
家
政
策
が
、
国
家
暴

力
の
発
動
で
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、

こ
れ
ら
全
て
は
新
自
由
主
義
の
破
綻
の
結
果

だ
。
新
自
由
主
義
の
破
綻
は
帝
国
間
・
大
国

間
争
闘
戦
を
激
化
さ
せ
る
と
同
時
に
、
世
界

中
で
支
配
階
級
と
労
働
者
階
級
の
非
和
解
的

激
突
を
引
き
出
し
て
い
る
。
新
た
に
開
始
さ

れ
た
労
働
者
階
級
民
衆
の
総
反
乱
は
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
世
界
革
命
に
行
き
着
く
ま
で
終
わ

る
こ
と
の
な
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
蜂

起
の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
全
世

界
で
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
・
革
命
的
共
産
主

義
運
動
の
組
織
拡
大
と
国
際
連
帯
の
強
化
が

実
践
的
に
求
め
ら
れ
、
党
と
階
級
に
堅
実
な

飛
躍
と
変
革
を
を
突
き
つ
け
て
い
る
。

そ
し
て
確
実
な
こ
と
は
、
世
界
を
最
後
的

に
獲
得
す
る
の
は
労
働
者
階
級
で
あ
り
、
唯

一
、
世
界
単
一
の
階
級
で
あ
る
労
働
者
階
級

の
み
が
世
界
を
統
一
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
あ
る
。

山
本
太
郎
氏
断
固
支
持

１
千
万

労
働
者
を
揺
り
動
か
し
１
０
０
万

票
獲
得
で

絶
対

勝
利
し
よ
う

参
院
選
を
前
に
し
て
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
す

で
に
は
破
綻
し
て
い
る
。
都
議
選
結
果
も
自

民
圧
勝
で
は
な
い
。
投
票
率
43･

５
％
。
議

会
制
民
主
主
義
は
崩
壊
し
て
い
る
。
自
民
も

含
め
全
政
党
は
前
回
都
議
選
よ
り
得
票
数
が

減
少
。
議
席
倍
増
の
共
産
党
も
得
票
数
は

10
万
票
減
。
だ
が
党
と
階
級
は
参
院
選
に
決

起
し
た
山
本
太
郎
氏
を
断
固
、
支
持
す
る
。

太
郎
氏
の
「
被
曝
さ
せ
な
い
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
入

ら
な
い
、
飢
え
さ
せ
な
い
」
の
基
本
政
策
は

労
働
者
階
級
の
「
絶
対
反
対
論
」
「
階
級
的

団
結
論
」
と
完
全
に
一
つ
で
あ
り
、
国
鉄
決

戦
を
基
軸
に
し
た
「
全
原
発
廃
炉
、
青
年
の

獲
得
、
改
憲
・
戦
争
反
対
、
非
正
規
職
撤
廃
」

の
非
和
解
的
闘
い
と
一
体
で
あ
る
。

大
恐
慌
下
、
革
命
党
と
労
働
者
階
級
が
目

指
す
も
の
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
革
命
で
あ

る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
核
心
は
、
階
級

的
労
働
運
動
・
階
級
的
労
働
組
合
と
職
場
権

力
の
確
立
で
あ
り
、

こ
れ
を
実
践
と
行
動

で
曖
昧
に
す
る
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
革
命
論
は

全
て
敗
北
す
る
。

党
と
階
級
の
任
務
は
、
全
運
動
を
革
命
の

実
現
と
い
う
一
点
で
全
組
織
す
る
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
山
本
参
院
選
、
階
級
的
労

働
組
合
の
復
権
、
拠
点
職
場
の
建
設
と
地
区

党
建
設
を
一
つ
の
闘
い
と
し
て
階
級
的
団
結

論
で
飛
躍
的
・
実
践
的
に
運
動
を
つ
く
り
あ

げ
よ
う
。
階
級
的
団
結
の
中
に
労
働
者
階
級

民
衆
・
兵
士
と
全
人
類
の
普
遍
的
解
放
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
階
級
的
労
働
運
動

路
線
・
非
妥
協
的
団
結
論
と
そ
の
実
践
の
前

進
が
労
働
者
階
級
自
己
解
放
に
向
け
た
労
働

者
の
武
装
論
・
暴
力
論
へ
と
発
展
す
る
。

４
ヶ
月
決
戦
の
実
践
で
脱
落
日
帝
・
安
倍

政
権
を
根
底
的
に
打
倒
し
よ
う
！

（
滝
山
）



強
烈
な
自
己
変
革
を
か
け

階
級
的
労
働
運
動
の
最
先
頭

に
起
つ

ラ
イ
ズ
読
者
の
皆
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り

で
す
。
公
務
員
の
賃
下
げ
攻
撃
を
機
に
、

貨
物
で
も
８
％
の
賃
下
げ
が
画
策
さ
れ
ま

し
た
。
新
宿
メ
ー
デ
ー
闘
争
を
は
じ
め
と

す
る
闘
い
で
「
４
月
提
案
・
５
月
実
施
」

を
ぶ
っ
飛
ば
し
ま
し
た
。
ご
支
援
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
６
月
26
日
の
夏
季
手
当
交

渉
で
は
、
昨
年
を
〇
・
51
ヵ
月
も
下
回
る

１
・
１
箇
月
と
い
う
超
低
額
回
答
が
行
わ

れ
、
第
一
組
合
で
あ
る
日
本
貨
物
鉄
道
労

働
組
合
の
「
会
社
を
潰
す
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
い
う
裏
切
り
妥
結
に
よ
っ
て
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
に
働
く
全
労
働
者
に
、
こ
の
我
慢

す
る
こ
と
の
出
来
な
い
現
実
が
強
制
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
国
の
貨
物
職
場
は
、
あ
き

ら
め
感
と
は
別
に
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化

以
降
26
年
間
の
間
に
、
積
も
り
に
積
も
っ

た
怒
り
が
い
つ
爆
発
し
て
も
お
か
し
く
は

な
い
と
い
う
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
怒
り
を
総
反
乱
へ
、
貨
物
労
働
者

の
団
結
と
誇
り
を
取
り
戻
し
、
労
働
者
階

級
解
放
へ
向
け
た
変
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

す
る
、
動
労
総
連
合
の
歴
史
的
飛
躍
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
は
、
仁
王
の
様
に

怒
り
、
強
烈
な
る
自
己
変
革
を
か
け
て
闘

い
の
最
先
頭
に
起
つ
決
意
で
い
ま
す
。

74
〜

75
年
恐
慌
と
「
鉄
道
貨

物
安
楽
死
論
」

こ
こ
で
ざ
っ
と
、
「
貨
物
・
国
鉄
問
題
」

に
つ
い
て
お
さ
ら
い
で
す
。
国
鉄
時
代
は

旅
客
も
貨
物
も
全
国
１
社
の
体
制
で
し
た

が
、
１
９
８
７
年
４
月
１
日
の
分
割
・
民

営
化
に
よ
っ
て
旅
客
会
社
６
社
・
貨
物
会

社
１
社
体
制
と
さ
れ
、
旧
国
鉄
貨
物
局
＝

貨
物
輸
送
部
門
を
も
と
に
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
を
網
羅
す
る
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
」
と
い

う
会
社
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
６
０
年
代
ま
で
は
、
鉄
道
貨
物
輸

送
は
日
本
の
物
流
全
体
の

30
％
以
上
を

占
め
る
大
動
脈
で
し
た
。
１
９
７
０
年
代

以
降
は
、
旅
客
輸
送
も
含
め
た
「
鉄
道
斜

陽
論
」
が
出
て
来
ま
す
。
こ
れ
は
「
国
策
」

で
す自

動
車
産
業
と
航
空
宇
宙
産
業
を
育
成

す
る
た
め
に
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
全

国
に
高
速
道
路
網
と
空
港
網
を
整
備
し
ま

す
。
電
機
産
業
育
成
の
た
め
に
「
火
力
・

水
力
発
電
か
ら
原
子
力
発
電
」
へ
と
転
換

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
同
じ
で
す
。

「
道
路
が
な
け
れ
ば
、
車
は
売
れ
な
い
」

「
空
港
が
な
け
れ
ば
、
飛
行
機
は
飛
べ
な

い
」
「
電
気
が
な
け
れ
ば
、
電
機
（
器
）

は
売
れ
な
い
」
わ
け
で
す
。
ど
れ
も
こ
れ

も
、
戦
争
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
「
自
衛

隊
兵
士
と
現
場
労
働
者
の
団
結
し
た
力
で

戦
争
を
止
め
る
」
の
で
す
。

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・
航
空
機
に
、
貨
物

と
旅
客
を
奪
わ
れ
れ
ば
、
鉄
道
が
斜
陽
に

な
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。
76
年
ご
ろ
か

ら
は
、
鉄
道
貨
物
輸
送
を
な
く
そ
う
と
、

政
府
の
運
輸
政
策
審
議
会
の
答
申
で
も

「
鉄
道
貨
物
安
楽
死
論
」
が
出
さ
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。

そ
れ
は
、
鉄
鋼
な
ど
主
力
産
業
の
鉄
道

を
中
心
と
す
る
「
大
口
輸
送
」
か
ら
、
宅

急
便
な
ど
の
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る

「
小
口
輸
送
」
へ
の
転
換
に
象
徴
さ
れ
る

高
度
経
済
成
長
の
行
き
詰
ま
り
、
資
本
主

義
の
「
斜
陽
」
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
の

で
す
。

変
革
の
強
力
な
パ
ワ
ー
は

現
場
労
働
者
の

怒
り
と
団
結
の
力

国
鉄
改
革
の
「
錦
の
御
旗
」
と
さ
れ
た
、

膨
大
な
「
赤
字
の
解
消
」。
「
財
政
投
融
資

金
」
と
い
う
「
高
利
貸
し
」
か
ら
借
金
を

2

動
労
千
葉
貨
物
協
議
会
議
長
・
佐
藤
正
和



し
て
新
幹
線
網
を
確
立
し
、
東
海
道
新

幹
線
が
で
き
た
１
９
６
４
年
か
ら
国
鉄

は
赤
字
に
な
り
ま
す
。
首
都
圏
の
輸
送

の
上
が
り
で
、
貨
物
も
、
全
国
の
ロ
カ
ー

ル
線
の
赤
字
も
カ
バ
ー
し
て
、
ト
ン
ト

ン
で
食
っ
て
い
た
「
国
鉄
一
家
」
。

し
か
し
、
長
期
債
務
は
膨
ら
む
ば
か

り
。
国
鉄
の
経
営
が
破
綻
し
ま
す
。

「
国
の
借
金
１
０
０
０
兆
円
越
え
」
同

じ
で
す
。
こ
の
過
程
で
、
一
体
誰
が

「
肥
太
っ
た
」
の
か
。
金
融
・
ゼ
ネ
コ

ン
な
ど
「
１
％
」
の
資
本
家
階
級
で
す
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
国
鉄
時
代
の
長
期
債

務
分
担
金
と
老
朽
化
し
た
機
関
車
や
駅

設
備
の
更
新
に
重
ね
た
借
金
が
１
８
０

０
億
円
を
超
え
、
こ
れ
か
ら
も
、
無
利

子
と
は
い
え
鉄
道
運
輸
・
整
備
支
援
機

構
か
ら
毎
年
１
０
０
億
円
以
上
の
「
輸

血
」
が
な
け
れ
ば
経
営
が
出
来
な
い
の

で
す
。

貨
物
の
経
営
破
綻
も
国
家
財
政
の
破

綻
も
、
根
っ
子
は
同
じ
で
す
。
ち
ま
ち

ま
し
た
労
働
者
の
賃
金
削
減
で
解
決
す

る
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。
資
本
主
義

体
制
は
大
恐
慌
下
で
崩
壊
の
危
機
に
あ

え
い
で
い
る
。
そ
れ
を
、
体
制
内
労
働

運
動
が
か
ろ
う
じ
て
支
え
て
い
る
の
に

過
ぎ
な
い
の
で
す
。

「
労
働
者
を
食
わ
せ
て
い
け
な
い
資

本
主
義
は
も
は
や
死
ね
、
俺
達
が
社
会

を
動
か
す
」
ゆ
え
に
、
「
労
働
者
は
団

結
し
て
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、

言
い
切
る
こ
と
で
す
。

「
競
争
を
共
生
に
」
変
え
る
労
働
者

階
級
の
真
実
を
ト
コ
ト
ン
明
ら
か
に
し
、

現
場
労
働
者
の
怒
り
と
力
を
引
き
出
せ

ば
、
も
の
す
ご
い
変
革
の
パ
ワ
ー
が
溢

れ
出
す
。
２
０
１
３
年
の
前
半
戦
で
つ

か
ん
だ
、
こ
の
核
心
と
確
信
は
不
動
の

も
の
で
す
。

10
万
人
署
名
と
物
販
で

拠
点
職
場
を
つ
く
り

地
域
を
組
織
す
る

こ
れ
が
「
革
命
」
!

安
倍
の
成
長
戦
略
＝
「
民
間
活
力

の
爆
発
」
と
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化

を
百
倍
も
二
百
倍
に
も
し
た
攻
撃
を
全

労
働
者
に
仕
掛
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争

は
つ
い
に
、
「
国
鉄
改
革
」
の
真
実
を

暴
き
出
し
た
の
で
す
。
「
国
鉄
方
式
」

に
よ
る
民
営
化
・
外
注
化
・
非
正
規
職

化
攻
撃
を
打
ち
砕
く
こ
と
が
で
き
る
。

わ
れ
わ
れ
は
勝
利
の
「
如
意
棒
」
を
手

に
し
た
の
で
す
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
破
綻
・
崩
壊

し
た
時
、
「
絶
望
」
が
労
働
者
を
襲
い
、

排
外
主
義
と
改
憲
・
戦
争
に
向
か
う
の

か
。
そ
れ
と
も
階
級
的
労
働
運
動
が
巌

と
存
在
し
、
労
働
者
が
社
会
の
主
人
公

と
し
て
、
歴
史
を
つ
く
る
存
在
と
し
て

の
自
己
を
取
り
戻
し
「
希
望
」
に
燃
え

行
動
を
開
始
す
る
の
か
。
そ
の
こ
と
が
、

階
級
的
労
働
運
動
復
権
の
死
活
性
が
リ

ア
ル
に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
は
、
な
に
か
、
は
で
は
で
な
こ

と
で
は
な
く
て
、
地
を
這
う
よ
う
な
日
々

の
職
場
・
地
域
に
お
け
る
実
践
の
中
に

こ
そ
あ
り
ま
す
。
そ
の
基
礎
は
、
人
で

す
。
人
間
と
人
間
で
す
。

一
人
の
決
起
が
、
ひ
と
り
の
仲
間
の

獲
得
が
情
勢
を
動
か
す
。
東
交
、
ち
ば

合
同
労
組
・
モ
リ
タ
分
会
、
東
京
西
部

ユ
ニ
オ
ン
・
ア
メ
ア
パ
分
会
を
始
め
と

し
た
青
年
労
働
者
の
闘
い
に
感
動
し
、

学
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
武
器
が
、
手
前
味
噌
で
す
が

「
解
雇
撤
回
10
万
人
署
名
と
物
販
」
で

す
。
労
働
組
合
執
行
権
力
を
握
る
、
新

た
に
労
働
組
合
を
創
る
闘
い
で
す
。
拠

点
職
場
を
つ
く
り
、
地
域
を
組
織
す
る
、

こ
れ
が
「
革
命
」
で
す
。

支
配
階
級
の
不
正
と
正
々
堂
々
、
胸

を
張
っ
て
闘
う
無
数
の
「
梁
山
泊
」
を

全
国
に
建
設
す
る
の
で
す
。
わ
く
わ
く

し
て
来
ま
せ
ん
か
！

動
労
千
葉
は
、
「
解
雇
撤
回
・
外
注

化
阻
止
・
賃
下
げ
攻
撃
粉
砕
」
闘
争
を

軸
に
、
あ
ら
た
め
て
組
織
拡
大
闘
争
に

総
決
起
し
ま
す
。

ラ
イ
ズ
の
同
志
た
ち
へ
。

大
好
き
な
夏
の
到
来
で
す
。
ま
た
、

こ
の
一
節
を
贈
り
ま
す
「
闘
う
こ
と
は

楽
し
い
も
の
だ
、
朗
ら
か
に
闘
お
う
！
」、

熱
い
夏
を
全
力
で
闘
い
、
９
・
25
高
裁

判
決
を
迎
え
撃
ち
、
11
月
へ
！

激
動
と
変
革
の
時
代
を
共
に
疾
駆
し

よ
う
！

3

沖
縄
で
の
日
米
「
離
島
奪
回
合
同
作
戦
」

に
む
け
、
戦
後
初
め
て
、
大
々
的
に
Ｊ

Ｒ
貨
物
で
戦
車
、
装
甲
車
両
・
資
材
が

北
海
道
か
ら
輸
送
さ
れ
た
。
東
労
組
カ

ク
マ
ル
が
率
先
協
力
。

11
年

10
月



４
ヶ
月
決
戦

新
た
な
階
級
決
戦
の
始
ま
り

２
０
１
３
年
６
月
か
ら
の
国
鉄
の
４
ヶ

月
決
戦
は
、
戦
後
体
制
の
あ
ら
ゆ
る
枠
組

み
と
新
自
由
主
義
が
最
後
的
に
崩
壊
し
て

い
く
、
新
た
に
巨
大
な
激
突
と
階
級
決
戦

と
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
超

反
動
・
極
右
の
安
倍
自
民
党
政
権
は
、
一

方
で
戦
争
と
改
憲
、
自
衛
隊
を
国
防
軍
、

日
米
安
保
体
制
強
化
、
排
外
主
義
と
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
、
原
発
推
進
・
再
稼
働
、
消
費

大
増
税
な
ど
の
極
反
動
政
策
に
突
き
進
み
、

他
方
で
は
、
首
切
り
・
大
失
業
、
民
営
化
・

外
注
化
・
非
正
規
職
化
、
労
組
破
壊
攻
撃

を
一
層
強
め
て
き
ま
す
。
ま
た
大
々
的
な

公
共
事
業
と
超
金
融
緩
和
に
示
さ
れ
る
、

破
滅
的
な
イ
ン
フ
レ
政
策
に
も
訴
え
て
き

ま
す
。
安
倍
・
自
民
党
は
、
「
地
方
公
務

員
の
政
治
活
動
の
規
制
」
な
ど
、
明
ら
か

に
労
働
組
合
活
動
を
破
壊
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
政
策
も
強
行
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
「
自
主
憲
法
制
定
」
を
掲
げ
た

「
日
本
維
新
の
会
」
の
橋
下
や
石
原
の
や

り
方
や
考
え
方
と
同
じ
で
、
自
治
体
や
教

員
な
ど
の
労
働
組
合
を
解
体
し
な
け
れ
ば
、

改
憲
や
戦
争
政
策
を
簡
単
に
進
め
ら
れ
な

い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

階
級
的
労
働
運
動
の
復
権
・

再
生
が

待
っ
た
な
し
に

自
分
に
問
わ
れ
て
い
る
情
勢

改
め
て
、
動
労
千
葉
の
国
鉄
分
割
・
民

営
化
反
対
の
26
年
の
闘
い
は
、
外
注
化

阻
止
の

13
年
の
闘
い
が
切
り
開
い
た
偉

大
な
地
平
で
あ
り
、
と
り
わ
け
「
４
・
９

政
治
和
解
」
を
打
ち
破
り
、
全
国
運
動
を

つ
く
っ
て
国
鉄
闘
争
を
日
本
の
階
級
闘
争

の
基
軸
と
し
て
再
び
押
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
一
方
で
「
白
石
事
件
」
や
５
・

８
結
審
か
ら
９
・
25
判
決
へ
向
か
お
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
、
支
配
階
級
の
攻
撃
の

核
心
は
国
鉄
闘
争
解
体
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
は
動
労
千
葉
の
解
体
で
あ

り
、
闘
う
全
て
の
動
労
千
葉
派
の
労
働
組

合
解
体
で
あ
り
、
革
命
に
向
か
う
労
働
者

が
自
ら
の
労
働
者
党
結
成
を
破
壊
す
る
攻

撃
と
一
体
で
す
。
こ
う
し
て
日
本
の
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
戦
後
一
貫
し
て
国
鉄
闘
争

の
解
体
に
死
活
を
か
け
て
き
た
こ
と
と
の

決
着
を
つ
け
る
闘
い
と
し
て
「
４
ヶ
月
決

戦
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
同
時
に
、
膨

大
な
労
働
者
の
怒
り
の
声
と
結
び
つ
き
、

労
働
運
動
が
爆
発
的
な
力
を
取
り
戻
す
、

そ
う
い
う
可
能
性
に
満
ち
た
時
代
を
こ
じ

開
け
る
闘
い
の
始
ま
り
で
す
。
「
国
家
と

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
暴
力
に
黙
っ
て
殺
さ

れ
る
の
か
」
「
労
働
者
が
団
結
し
て
闘
え

ば
勝
て
る
」
の
声
を
上
げ
て
闘
い
に
立
ち

上
が
る
の
か
。
ま
す
ま
す
、
労
働
者
の
団

結
と
労
働
組
合
の
復
権
・
再
生
が
待
っ
た

な
し
に
自
分
に
問
わ
れ
る
情
勢
で
す
。

不
当
解
雇
か
ら
１
年
６
ヶ
月

鈴
木
資
本
と
非
和
解
の
激
突

で
勝
利

わ
れ
わ
れ
鈴
コ
ン
分
会
の
闘
い
も
２
０

１
１
年
12
月
の
不
当
解
雇
か
ら
１
年
６
ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
８
月
に

急
逝
し
た
組
合
員
の
即
時
解
雇
撤
回
と
謝

罪
、
一
方
的
賃
下
げ
撤
回
を
掲
げ
９
月

27
日
に
１
日
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
ま
し
た
。

会
社
は
「
ス
ト
ラ
イ
キ
が
無
断
欠
勤
」
と

し
わ
れ
わ
れ
組
合
員
一
人
一
人
に
７
日
〜

２
日
間
の
出
勤
停
止
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
社
の
不
当
な
出
勤
停
止
処
分

に
反
撃
・
怒
り
の
連
日
社
前
・
駅
前
街
宣

を
１
週
間
行
う
と
、
会
社
は
鈴
コ
ン
分
会

三
役
三
人
を
「
名
誉
毀
損
・
信
用
失
墜
行

為
」
を
理
由
に
問
答
無
用
の
解
雇
と
し
ま

4

東
京
西
部
ユ
ニ
オ
ン

鈴
木
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
分
会

書
記
長

吉
本
伸
幸



し
た
。
こ
れ
こ
そ
、
労
働
組
合
は
認
め
な

い
、
労
働
組
合
へ
の
団
結
破
壊
、
組
合
潰

し
そ
の
も
の
で
す
。
社
会
に
蔓
延
す
る
新

自
由
主
義
の
労
働
者
へ
の
非
正
規
職
化
を

国
鉄
分
割
・
民
営
化
当
時
か
ら
率
先
し
て

行
っ
て
き
た
の
は
、
鈴
木
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
＝
有
限
会
社
東
豊
商
事
（
鈴
木
一
族

同
族
支
配
会
社
）
で
す
。
職
場
に
労
働
組

合
を
絶
対
に
作
ら
せ
な
い
た
め
に
労
働
者

を
団
結
さ
せ
な
い
、
分
断
す
る
た
め
に
、

25
年
前
か
ら
実
施
し
て
き
た
の
が
雇
用
形

態
・
３
ヶ
月
雇
用
契
約
で
す
。
如
何
に
会

社
が
強
制
的
に
労
働
者
を
団
結
さ
せ
な
い

か
、

職
場
に
労
働
組
合
を
作
ら
せ
な
い

か
、
と
い
う
不
当
労
働
行
為
の
意
志
が
明

確
に
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
鈴
コ
ン
分
会
が
職
場
で
堂
々

と
元
気
に
労
働
組
合
と
し
て
当
然
の
「
一

人
の
仲
間
の
解
雇
を
絶
対
に
許
さ
な
い
」

と
い
う
原
則
を
曲
げ
ず
闘
い
抜
い
て
い
る
。

会
社
が
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
団
結
破
壊
の
手

段
（
権
力
と
金
）
、
組
合
の
中
に
ス
パ
イ

を
作
り
内
部
か
ら
の
破
壊
工
作
を
用
い
て

も
絶
対
に
潰
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
鈴

コ
ン
分
会
に
対
し
、
つ
い
に
追
い
つ
め
ら

れ
た
会
社
が
強
行
し
て
き
た
の
が
、
「
名

誉
毀
損
」
「
会
社
へ
の
信
用
失
墜
行
為
」

と
言
う
労
働
組
合
潰
し
、
団
結
破
壊
の
明

白
な
「
解
雇
権
の
乱
用
」
の
組
合
三
役
へ

の
「
雇
い
止
め
＝
解
雇
」
で
し
た
。

動
労
千
葉
・
動
労
水
戸
の
闘

い
と
一
体
で

職
場
を
中
心

に
「
首
広
連
」
が

炎
を
上

げ
て
大
進
撃

２
０
１
２
年
の
２
月
29
日
仮
払
い
勝

利
判
決
。
10
月
３
日
に
は
会
社
の
異
議
審

は
棄
却
、
再
度
仮
払
い
の
わ
れ
わ
れ
の
大

勝
利
。
２
０
１
３
年
３
月
６
日
に
１
年
間

継
続
仮
払
い
勝
利
判
決
。
７
月
15
日
に

は
、
豊
島
区
池
袋
区

民
セ
ン
タ
ー
で
鈴
コ

ン
闘
争
支
援
・
連
帯

共
闘
会
議
結
成
１
周

年
総
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
職
場
・
地
域
・

労
働
組
合
を
駆
け
回

り
、
闘
う
支
援
と
連

帯
・
共
闘
を
訴
え
続

け
膨
大
に
団
結
・
連

帯
が
発
展
・
進
化
し

続
け
て
い
ま
す
。
爆

発
的
な
共
闘
会
議
結

成
１
周
年
総
会
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
解
雇
撤

回
・
非
正
規
職
撤
廃

の
闘
い
は
、
非
正
規

化
を
阻
止
す
る
労
働

組
合
の
復
権
と
固
く
一
体
の
闘
い
で
、
鈴

コ
ン
闘
争
そ
の
も
の
で
す
。
こ
の
１
年
鈴

コ
ン
分
会
と
共
闘
会
議
が
実
践
し
抜
い
て

き
た
こ
と
は
、
職
場
で
動
労
千
葉
の
闘
い

を
徹
底
的
に
実
践
し
、
生
コ
ン
産
別
で
は

徹
底
的
に
関
西
生
コ
ン
支
部
の
闘
い
を
実

践
し
抜
く
、
そ
し
て
、
地
域
で
は
地
区
労

復
権
を
か
け
て
港
合
同
の
闘
い
を
実
践
し

抜
く
。
こ
の
三
位
一
体
の
実
践
を
徹
底
的

に
こ
だ
わ
り
闘
い
抜
い
て
来
た
こ
と
で
す
。

２
０
１
２
年
の

12
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
闘
う
関
東
労
組
連
絡
会
（
仮
称
）」
か
ら

２
０
１
３
年
３
月

正
式
に
「
首
都
圏

広
域
労
働
組
合
連

絡
会
（
首
広
連
）
」

始
動
、
月
１
回
の

定
例
会
か
ら
各
職

場
、
労
働
組
合
の

垣
根
を
取
り
外
し
、

闘
う
労
組
の
核
を

組
織
し
増
大
さ
せ

て
い
く
。
連
合
、

全
労
連
、
全
労
協

と
い
う
既
成
の
枠

を
取
り
壊
し
本
当

の
労
働
組
合
、
連

合
体
を
作
り
上
げ

て
い
く
大
い
な
る

野
望
と
挑
戦
が
動

き
出
し
ま
し
た
。

そ
の
中
心
に
鈴
コ
ン
分
会
が
位
置
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
動
労
千
葉
、
動
労
水
戸
の
闘

い
と
一
体
で
鈴
コ
ン
分
会
、
鈴
コ
ン
闘
争

共
闘
会
議
と
首
都
圏
広
域
労
働
組
合
連
絡

会
（
首
広
連
）
の
闘
い
の
さ
ら
な
る
攻
め

の
大
進
撃
が
職
場
を
中
心
と
し
て
炎
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

時
代
は
、
大
失
業
と
戦
争
、
労
働
者
大

衆
の
怒
り
の
爆
発
の
時
代
で
す
。
い
よ
い

よ
「
待
っ
た
な
し
」
で
す
。
全
て
の
労
働

者
は
立
ち
上
が
り
社
会
を
我
々
労
働
者
、

労
働
組
合
が
取
り
戻
す
と
き
が
来
ま
し
た
。

全
て
の
自
衛
隊
兵
士
と

労
働
者
の
皆
さ
ん
へ

熱
烈
に

訴
え
ま
す

わ
れ
わ
れ
闘
う
労
働
組
合
と
共
に
世
界

か
ら
核
を
廃
絶
し
、
戦
争
を
無
く
し
、
貧

困
と
格
差
・
差
別
を
無
く
し
、
新
自
由
主

義
（
資
本
主
義
）
を
打
倒
し
わ
れ
わ
れ
の

力
で
生
き
て
い
け
る
社
会
を
掴
み
取
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

鈴
コ
ン
分
会
は
６
０
０
０
万
労
働
者
、

２
０
０
０
万
青
年
の
先
頭
で
闘
い
抜
い
て

い
き
ま
す
。
共
に
闘
い
、
共
に
生
き
抜
き
、

わ
れ
わ
れ
の
社
会
を
、
わ
れ
わ
れ
の
団
結

し
た
力
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

5

非
和
解
の
解
雇
撤
回
闘
争
で

鈴
木

資
本
を

と
こ
と
ん

追
い
つ
め
て

い
る
鈴
コ
ン
分
会
の
門
前
闘
争



６
・
９
国
鉄
全
国
集
会
の
大

成
功
を

新
た
な
出
発
点
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
の
ゼ
ネ
ス

ト
の
波
、
ト
ル
コ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
デ
モ

の
嵐
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
１
０
０
万
決
起
、
そ

し
て
エ
ジ
プ
ト
革
命
の
継
続
と
発
展
…
…

ま
さ
に
世
界
中
が
革
命
情
勢
で
す
。

６
・
９
国
鉄
全
国
集
会
は
、
こ
の
革
命

情
勢
に
呼
応
・
連
帯
し
、
世
界
大
恐
慌
と

３
・
11
情
勢
の
中
で
あ
え
ぐ
脱
落
帝
国
主

義
＝
日
帝
・
安
倍
政
権
を
、
本
当
に
私
た

ち
の
手
で
、
私
た
ち
労
働
者
階
級
自
身
が

打
ち
倒
す
時
が
来
た
の
だ
！
と
い
う
こ
と

を
、
こ
の
間
の
国
鉄
決
戦
を
軸
と
し
た
階

級
的
労
働
運
動
の
圧
倒
的
な
前
進
の
手
応

え
と
共
に
感
動
的
に
確
認
し
た
集
会
で
し

た
。

９
・
25
判
決
日
ま
で
の
４
か
月
決
戦
は
、

国
鉄
決
戦
の
正
念
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

三
里
塚
闘
争
47
年
の
闘
い
の
正
念
場
で

す
。
民
営
化
と
外
注
化
・
非
正
規
職
化
、

原
発
再
稼
働
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
強
行
に
よ
っ
て
、

改
憲
と
戦
争
に
行
き
つ
く
道
し
か
残
さ
れ

て
い
な
い
脱
落
日
帝
・
安
倍
政
権
を
、
労

農
連
帯
と
国
際
連
帯
の
強
化
・
発
展
を
か

ち
と
り
、
打
ち
倒
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

市
東
さ
ん
緊
急
３
万
人
署
名
を
集
め
き

り
、
市
東
さ
ん
へ
の
農
地
強
奪
判
決
阻
止

７
・
14
全
国
総
決
起
集
会
に
結
集
し
ま
し
ょ

う
！

そ
し
て
農
地
強
奪
の
反
動
判
決
を

絶
対
阻
止
し
、
仮
執
行
宣
言
を
絶
対
阻
止

す
る
た
め
に
７
・
29
千
葉
地
裁
を
包
囲
し
、

４
か
月
決
戦
の
勝
利
を
こ
じ
開
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

「
三
里
塚
は
日
本
の
未
来
を

決
す
る
闘
い
」（
三
里
塚
芝
山

連
合
空
港
反
対
同
盟
・
北
原

事
務
局
長
）

三
里
塚
闘
争
47
年
の
歴
史
は
、
不
可

避
的
に
国
家
暴
力
と
の
激
突
と
な
る
国
策

と
の
闘
い
の
歴
史
で
あ
り
、
被
支
配
階
級

で
あ
る
労
働
者
・
農
民
が
階
級
的
暴
力
を

奪
還
し
て
実
力
で
闘
い
ぬ
い
て
き
た
歴
史

で
す
。
北
原
事
務
局
長
は
、
こ
の
半
世
紀

に
及
ば
ん
と
す
る
実
力
闘
争
を
闘
う
農
民

軍
（
労
農
同
盟
軍
）
の
指
導
者
で
す
。
６
・

９
集
会
で
北
原
事
務
局
長
は
次
の
よ
う
に

発
言
し
て
い
ま
す
。

「
三
里
塚
の
闘
い
は
47
年
に
な
る
が
決

着
は
ま
だ
つ
い
て
い
な
い
。
今
、
安
倍
政

権
の
下
で
戦
争
政
治
が
強
行
さ
れ
、
時
代

は
戦
前
の
よ
う
な
状
況
に
入
っ
た
。
70
年

前
、
私
は
海
軍
に
従
軍
し
、
南
太
平
洋
の

海
戦
に
参
加
し
た
。
戦
争
に
動
員
さ
れ
た

者
の
反
省
と
し
て
、
２
度
と
あ
の
悲
惨
な

戦
争
を
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
決
意

し
た
。
…
中
略
…
。
今
の
時
代
に
必
要
な

こ
と
は
他
人
を
頼
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

自
分
が
立
ち
上
が
る
こ
と
。
三
里
塚
も
決

戦
の
時
を
迎
え
た
。
こ
の
闘
い
こ
そ
が
日

本
の
行
く
末
・
将
来
を
決
め
る
。
戦
争
に

向
か
う
時
代
で
い
い
の
か
、
そ
れ
を
問
う

の
が
三
里
塚
。
労
働
者
と
農
民
が
一
体
と

な
れ
ば
政
治
は
変
え
ら
れ
る
」
（
発
言
要

旨
。
『
週
刊
三
里
塚
』
８
７
４
号
よ
り
）
。

こ
の
発
言
を
、
す
べ
て
の
自
衛
隊
兵
士
、

元
自
衛
隊
兵
士
、
な
か
ん
ず
く
不
正
義
の

侵
略
戦
争
と
新
自
由
主
義
が
強
制
す
る
非

人
間
的
暴
力
の
も
と
で
呻
吟
す
る
青
年
兵

士
や
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
、
殺
さ
れ
た
兵

士
の
家
族
の
み
な
さ
ん
に
聞
い
て
ほ
し
い
。

旧
日
本
軍
の
兵
士
で
あ
っ
た
北
原
さ
ん

が
な
ぜ
侵
略
戦
争
に
絶
対
反
対
し
、
苛
烈

な
実
力
闘
争
を
貫
く
の
か
。
そ
れ
は
北
原

さ
ん
が
元
兵
士
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
帝

国
主
義
と
帝
国
主
義
軍
隊
の
本
質
を
と
ら

え
き
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
「
階
級
戦
争
は
非
和
解
。
階
級

戦
争
に
『
講
和
』
は
な
い
」、
「
階
級
闘
争

の
歴
史
は
支
配
階
級
と
被
支
配
階
級
の
非
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和
解
的
激
突
の
歴
史
」
、
「
体
制
内
党
派
、

民
間
反
革
命
勢
力
と
の
暴
力
的
激
突
の

非
和
解
的
展
開
の
勝
利
に
よ
る
前
進
」

（
『
Ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
』
25
号
。
滝
山
）
と
い
う

暴
力
革
命
の
根
本
的
論
理
が
三
里
塚
闘

争
に
は
貫
か
れ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、

絶
対
反
対
で
団
結
し
て
闘
え
ば
勝
て
る

と
い
う
こ
と
を
体
現
す
る
闘
い
で
す
。

新
し
い
三
里
塚
闘
争
が
始

ま
っ
た

３
万
人
署
名
で

団
結
の
拡
大
を

「
農
地
取
り
上
げ
に
反
対
す
る
緊
急

３
万
人
署
名
」
は
三
里
塚
闘
争
の
新
た

な
武
器
で
す
。
市
東
さ
ん
の
農
地
取
り

上
げ
は
国
家
暴
力
に
よ
る
国
家
犯
罪
そ

の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
理
不
尽
に
対
し

て
根
底
か
ら
の
怒
り
の
声
を
裁
判
所
に

積
み
上
げ
て
、
反
動
判
決
を
絶
対
に
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
署
名
を
集
め

る
こ
と
そ
の
も
の
が
反
対
同
盟
の
団
結

を
さ
ら
に
強
固
に
う
ち
固
め
、
そ
し
て

権
力
・
Ｎ
Ａ
Ａ
の
分
断
攻
撃
を
打
ち
破

り
、
こ
の
絶
対
反
対
同
盟
の
も
と
に
地

域
住
民
を
団
結
（
再
団
結
）
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
こ
の
署
名
は
動
労
千
葉
が
先

頭
で
作
り
上
げ
て
き
た
労
農
連
帯
を
強

化
・
発
展
さ
せ
る
も
の
で
す
。
周
辺
地

域
へ
の
署
名
と
り
で
は
「
Ｎ
Ａ
Ａ
の
や

る
こ
と
は
本
当
に
ひ
ど
い
と
思
い
ま
す

が
、
家
族
が
空
港
に
勤
め
て
い
る
の
で

署
名
で
き
ま
せ
ん
」
と
断
ら
れ
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
状
況
は
確

実
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
新
自

由
主
義
が
空
港
労
働
者
と
い
え
ど
も
、

外
注
化
・
非
正
規
職
化
の
大
攻
撃
に
よ
っ

て
悲
惨
な
状
態
に
追
い
込
ん
で
い
る
か

ら
で
す
。
大
量
不
当
解
雇
を
受
け
た
日

航
の
労
働
者
を
は
じ
め
と
し
て
清
掃
の

労
働
者
に
い
た
る
ま
で
、
労
働
者
を
人

間
と
も
思
わ
ぬ
資
本
へ
の
怒
り
は
爆
発

寸
前
に
き
て
い
ま
す
。
生
き
る
た
め
に

必
死
で
営
農
し
て
い
る
三
里
塚
農
民
か

ら
、
す
で
に
破
綻
し
て
い
る
空
港
建
設

の
た
め
に
国
家
暴
力
で
農
地
・
家
屋
を

根
こ
そ
ぎ
奪
お
う
と
す
る
帝
国
主
義
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
・
安
倍
政
権
へ
の
怒
り
、

新
自
由
主
義
に
よ
る
労
働
者
の
総
非
正

規
職
化
攻
撃
、
解
雇
自
由
、
資
本
に
モ

ノ
、
ボ
ロ
ク
ズ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い

る
労
働
者
の
怒
り
、
こ
れ
ら
が
ひ
と
つ

に
結
合
し
、
労
農
団
結
の
巨
大
な
怒
り

の
火
の
玉
と
な
っ
て
必
ず
爆
発
す
る
。

労
働
者
・
農
民
・
兵
士
の
怒
り
は
非
和

解
で
不
屈
で
す
。

市
東
さ
ん
３
万
人
署
名
と
国
鉄
10
万

人
署
名
で
労
働
者
の
大
海
の
中
に
飛
び

込
み
、
階
級
的
労
働
運
動
で
組
織
し
て

い
く
圧
倒
的
な
展
望
が
で
て
き
て
い
ま

す
。
労
農
連
帯
は
労
農
団
結
へ
と
さ
ら

に
強
化
・
発
展
し
ま
す
。
労
働
者
階
級

に
と
っ
て
労
農
団
結
は
闘
う
労
働
組
合

の
強
固
な
団
結
を
つ
く
り
だ
す
闘
い
で

あ
り
、
自
己
解
放
そ
の
も
の
の
闘
い
で

す
。
一
人
で
も
多
く
の
署
名
を
自
分
の

職
場
生
産
点
、
地
域
・
街
頭
で
全
力
で

集
め
き
り
、
３
万
人
署
名
と
し
て
結
実

さ
せ
よ
う
！

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
！

成
長
戦
略
粉
砕
！

農
地
強
奪
阻
止
！

国
際
連
帯
で
闘
お
う
！

三
里
塚
は
沖
縄
、
フ
ク
シ
マ
と
と
も

に
、
新
自
由
主
義
と
の
闘
い
の
最
前
線

を
形
成
す
る
闘
い
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
真
っ

向
か
ら
反
対
す
る
闘
い
の
拠
点
で
あ
り
、

革
命
の
根
拠
地
で
す
。
沖
縄
、
フ
ク
シ

マ
の
怒
り
と
ど
こ
ま
で
も
結
合
し
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
粉
砕
し
よ
う
！

Ｔ
Ｐ
Ｐ
強
行
に
突
き
進
む
安
倍
政
権

は
、
成
長
戦
略
第
３
の
矢
の
柱
で
あ
る

原
発
輸
出
と
と
も
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

ア
ジ
ア
最
大
級
の
「
火
力
発
電
所
建
設
」

の
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ
ラ
輸
出

（
総
事
業
費
約
４
０
０
０
億
円
）
」
を
推

し
進
め
て
い
る
。
だ
が
反
対
派
農
民
の

闘
い
が
10
月
工
事
着
工
を
実
力
で
阻
止

し
、
軍
が
農
地
売
却
の
強
要
に
の
り
だ

し
て
い
る
が
こ
れ
と
も
闘
い
頓
挫
さ
て

い
る
。
非
妥
協
で
闘
え
ば
必
ず
勝
利
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
労
働
者
・
農
民

の
生
活
と
命
を
破
壊
す
る
新
自
由
主
義

攻
撃
へ
の
怒
り
が
世
界
中
で
爆
発
し
て

い
る
。
市
東
さ
ん
の
農
地
を
守
り
、
三

里
塚
闘
争
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
新
自

由
主
義
攻
撃
を
打
ち
破
る
非
妥
協
の
闘

い
で
国
際
連
帯
が
強
化
さ
れ
る
。

７
・
14
三
里
塚
現
地
集
会
に
全
国
か

ら
総
結
集
し
、
仮
執
行
宣
言
も
ろ
と
も

農
地
強
奪
７
・
29
判
決
を
粉
砕
し
、
６
・

９
か
ら
９
・
25
へ
の
４
ヶ
月
決
戦
を
労

農
団
結
で
な
ん
と
し
て
も
勝
利
し
よ
う
！
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兵
士
の
人
間
的
解
放
は

労
働
者
階
級
と
の
団
結
と

兵
士
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革

命
へ
の
合
流
で
あ
る

５
月
29
日
東
京
高
裁
で
「
た
ち
か
ぜ

裁
判
控
訴
審
」
の
第
11
回
公
判
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
60
名
の
傍
聴
希
望
者
が
い

ま
し
た
が
抽
選
が
あ
っ
て
、
私
は
幸
い

に
も
38
名
の
当
選
枠
に
入
り
ま
し
た
。

前
回
に
続
く
２
回
目
の
傍
聴
で
し
た
。

私
は
、
安
倍
が
集
団
的
自
衛
権
行
使

や
「
国
防
軍
」
創
設
を
絶
叫
す
る
中
、

不
正
義
で
反
階
級
的
、
反
労
働
者
的
戦

争
か
ら
兵
士
を
解
放
す
る
唯
一
の
道
は
、

労
働
者
階
級
と
の
団
結
と
兵
士
の
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
合
流
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
強
い
関
心
を
持
っ
て
、

臨
ん
で
い
ま
す
。

「
た
ち
か
ぜ
」
裁
判
と
は
、
海
自
護

衛
艦
「
た
ち
か
ぜ
」
艦
内
で
の
上
官
の

い
じ
め
が
原
因
で
青
年
自
衛
官
（
１
等

海
士
、
当
時
21
歳
）
が
自
殺
に
追
い
込

ま
れ
た
（
２
０
０
４
年
10
月
に
発
生
）

問
題
で
、
両
親
が
国
と
上
司
を
相
手
に

提
訴
し
た
も
の
で
す
。

一
審
で
は
「
い
じ
め
が
原
因
」
だ
が

「
自
殺
は
予
見
で
き
な
か
っ
た
」
と
い

う
内
容
の
判
決
で
、
問
題
を
は
ぐ
ら
か

さ
れ
た
内
容
だ
。

家
族
の
「
こ
れ
以
上
、
自
衛
隊
員
の

自
殺
を
増
や
し
た
く
な
い
。
息
子
の
仏

前
で
、
『
自
衛
隊
の
責
任
が
す
べ
て
認

め
ら
れ
る
ま
で
、
こ
れ
か
ら
も
闘
う
か

ら
見
守
っ
て
』
と
話
し
た
い
」
と
い
う

怒
り
か
ら
す
れ
ば
、
控
訴
審
で
家
族
が

目
指
す
も
の
を
本
当
に
実
現
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
気
持
ち

が
沸
々
と
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
す
。

「
全
証
拠
の
開
示
」
に
よ
っ

て

国
家
・
防
衛
省
の
国
家

的
犯
罪
が
明
ら
か
に
な
る

今
回
の
法
廷
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

控
訴
審
で
は
、
一
審
と
比
べ
て
も
被
告
・

国
側
を
追
い
詰
め
、
国
側
が
隠
し
持
っ

て
い
る
資
料
、
あ
る
い
は
黒
塗
り
し
た

提
出
資
料
の
イ
ン
カ
メ

ラ
審
理
（
※
）
に
よ
る

黒
塗
り
解
除
要
求
な
ど

の
や
り
と
り
で
国
側
を

追
い
詰
め
て
は
い
る
。

こ
れ
を
徹
底
的
に
し
て

い
け
ば
、
海
上
自
衛
隊

の
組
織
的
・
計
画
的
・
系
統
的
な
国
家

犯
罪
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
う
し
な
い

と
、
両
親
の
い
う
「
自
衛
隊
を
な
ん
と

か
し
な
い
と
、
ま
た
同
じ
こ
と
が
起
こ

る
」
こ
と
の
問
題
は
決
し
て
解
決
し
な

い
、
と
感
じ
ま
し
た
。

真
実
を
明
ら
か
に
す
る
「
証
拠
」
は
、

防
衛
省
・
海
自
の
証
拠
フ
ァ
イ
ル
の
中

に
、
全
て
あ
る
。
弁
護
団
の
課
題
は
、

全
証
拠
開
示
の
非
妥
協
的
実
現
で
あ
る
。

裁
判
長
は

国
家
的
犯
罪
の

加
担
者
に
成
り
下
が
る
な

法
廷
の
進
行
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

裁
判
長
の
態
度
は
、
本
質
を
隠
蔽
し
、

国
・
防
衛
省
・
海
自
に
よ
る
証
拠
隠
し
、

ウ
ソ
・
デ
マ
で
覆
い
隠
す
国
の
態
度
を

容
認
す
る
姿
勢
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

原
告
は
そ
れ
以
上
追
及
し
な
い
で
く

れ
、
と
う
よ
う
な
こ
と
さ
え
感
じ
さ
せ

る
裁
判
長
の
態
様
は
、
裁
判
所
自
身
が

加
担
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
裁

判
長
を
徹
底
的
に
追
及
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
法
廷
で
、
原
告
側
弁
護
団

が
膨
大
な
黒
塗
り
解
除
要
求
の
文
書
を

「
３
つ
に
絞
る
」
と
い
う
進
め
方
に
は

疑
問
を
感
じ
る
。

軍
隊
と
は

資
本
家
の
利
益

を
護
る
た
め
に
あ
る
国
家

の
暴
力
装
置
で
あ
る

こ
の
「
た
ち
か
ぜ
裁
判
」
は
闘
い
を

と
お
し
て
、
軍
隊
・
自
衛
隊
と
は
、
新

自
由
主
義
・
帝
国
主
義
国
家
の
軍
隊
だ

と
い
う
こ
と
、
軍
隊
と
は
本
質
的
・
現

実
的
に
１
％
の
資
本
家
の
利
益
を
護
り
、

国
家
の
利
益
を
護
る
た
め
の
暴
力
装
置

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

労
働
者
・
民
衆
・
兵
士
は
１
％
の
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
た
め
に
命
を
落
と
し

た
り
、
み
ず
か
ら
ら
命
を
絶
つ
よ
う
な

こ
と
は
、
断
固
拒
否
だ
。
99
％
に
属
す

る
労
働
者
・
民
衆
・
兵
士
は
一
つ
に
団

結
し
、
全
職
場
と
隊
内
か
ら
と
も
に
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
向
け
、
家
族
も
含

め
て
と
も
に
起
ち
あ
が
ろ
う
！
と
、
心

か
ら
呼
び
か
け
た
い
。

（
※
）
イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
と
は
、
裁
判

官
が
黒
塗
り
さ
て
い
な
い
原
文
書
を
非

公
開
で
見
て
審
査
し
、
文
書
開
示
の
判

断
を
す
る
手
続
き
。
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